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●収録薦数]]万 用例6万5000.

0助 詞 語尾を豊富に立項して ていねいに配述。

●人ングル早見表や 最重要語と基本語にまカナ発音を

併記するなど 初学者にやさしい■大.

●喘 む 書く話す」学習に役立つ付録を満載.

●苅 ヒ生拓槽償の理解を助ける200点 の図版と写真.

定価8,159円 (税込)
●B6判 /2082ペ ージ/ケ ース入り

日本で編集した、初めての学習日韓辞典。

すべて日本語から発想した、使える用例6万5千収録。

価 粉
艦 瑠 『層1彗晏着鈷 錮 蔦1%意 富

教授
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0収 録項目都4万 2干、用例6万5千。生きた日本語用例に適切な韓国語を付けました。

●重要語には、作文に役立つ「基本表現」R語法」日吏い分け」のコラムを付けました。

●「会話」lmを随所に設け、実際の語の使われ方を示しました。

●おもな名詞には韓国語の「数え別 を示しました。

●その他、随所に参考記事や非文情報、発音の注意点なども掲載。

定価4,410円 0脳 詢 OB6判 /1218ペ ージ/2色 刷り/ケ ース入り
ISBN 978 1 09 515711 5
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韓
国
語
を
読
む
だ
け
で
な
く
、

話
す
皇
曰く
ま
で
を
可
能
に
し
た

ポ
ケ
ッ
ト
判
韓
日
・日
韓
辞
典
。

日
韓
共
同
編
集
。
初
学
者
か
ら

研
究
者
ま
で
幅
広
く
使
え
る
、

本
格
的

「朝
鮮
語
―
日
本
語
辞
典
」
。

小学館の辞典シリーズ!絶賛発売中!
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韓
国
語
を
始
め
た
い
人
、

韓
国
語
力
を

つ
け
た
い
人
に
贈
る
。

〈編 `),1谷 幸 オ,同 志社大"教 授/円 脇 誠
― |と海道大学名誉難 /● lι 労 天理大学教授 高 島 淑 劇`北星学国大学教授
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朝鮮語辞典 導獅

‐ 豊事項を記入し 切り取つてお近くの書店にお申し込みくださしヽ

こ希望の本に| を́l jけて m“ をこ記入(だ さい

¬『小学館 日韓辞典lo定融 引0円(税込):008年3月17日発売予定 ,7040 ‐ヽ07¬̀

J『朝鮮語辞典J●定価8コ59円(税込)            ● o,‐670■

¬ |ポケットプログレッシブ韓日。日韓辞興|●定価3380円(lll込)●o,ooЫ●13

J「プログレッシブ単語帳 晃■3■ 1二韓国語[●定価1865円(税込)●o,5o●“・7
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幅 者 ) , 山谷 幸利 同憲社大学S授 円 脇 誠  北 海道や 名= l l 授

松え 功 天理大学教授′市お淑郎 1を星学園大学散殺

0「韓曰辞典Jこ′ヵ現目 「曰韓蜘 に笏 唄目を収録.

●「韓日辞剌 の重要語4400皓は鰤 よつて新 .繭

1060語師 取り見出しにしカタカナ発音を付けました。

●すべての月言に活用番号を付け 巻末の「用言活用表J
と0丼 用で活用がわかるようにしました。

●韓日と日韓の間に「詢 課 J昔 末には腑 =活用表Jを収鯨.

定価0,360円 (税込)
●B6判/i458ベ ーシン23刷り/ケース入り

プログレッシブ単語帳

島蠍 暑卍̀韓国語
(編 ′ 〉高 島 椒 郎 Jと星学園大学教授

●身近な言葉“ スボーツ 芸術 科学 政治 経済
エコロジーまで 分野,Jこ6500匿 を収録。

●日本語から31するので入門者にもやさしい編集.

0韓 国語すべてにカナ発音を付記

●韓国への興味を広げるコラムを掲載

●日本語索弓 颯 国語霜 付き

定価 1,365円 (税込)

●新E判/416ベ ージ/2色同り
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す
ぐ
役
立
つ
Ｉ

用
例
は
６
万
５
千
収
録
。

実
際
の
会
話
・作
文
に
役

立
つ
よ
う
、
で
き
る
だ
け

文
の
形
で
示
し
ま
し
た
。

す
ぐ
使
え
る
、

表
現
が
入
っ
て
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は

覚
え
よ
う
‥

「
基
本
表
現
」
に
は
、
用

例
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
、

覚
え
て
お
き
た
い
重
要

わ
か
る
！

お
も
な
名
詞
に
は
、ど

ん
な
動
数
詞
が
使
わ

れ
る
の
か
「
数
え
方
」

を
示
し
ま
し
た
。

「数
え
方
」
が

随
所
に
参
考
記
事
や

発
音
の
注
意
点
も
示

し
ま
し
た
。

学
習
に
役
立
つ

さ
ま
ざ
ま
な
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と
こ
と
ん
‥

日
本
語
で
は
ひ
と
つ
の
百

い
回
し
で
も
、
韓
国
語
で

は
こ
ん
な
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
単
語
の
使
い

分
け
を
詳
し
く
解
説
。

単
語
の
意
味
を
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ど
ん
な
シ
ー
ン

く
わ
か
り
ま
す
。

韓
国
人
と
も
っ
と
親
し
く
、

も
っ
と
近
づ
く
具
体
的
な

場
面
を
想
定
し
た
会
話
欄
。

実
際
の
語
の
使
い
方
が
よ

計
∩
Ｙ

韓
国
の
習
慣
を
書
い
た

ョ
フ
ム
が
面
白
い
！

韓
国
旅
行
大
好
き

主
婦
・Ｍ
さ
ん

「ド
ラ
マ
や
料
理
に
興
味
が
あ
る

の
で
、
人
７
、
韓
日
旅
行
を
計
画
中

で
す
。
韓
国
の
習
慣
を
書
い
た
コ

ラ
ム
が
面
白
い
し
、
韓
国
人
と
話

す
機
会
が
で
き
た
時
に
備
え
て

会
話
欄
も
熟
読
し
て
い
ま
す
。
」

日
常
会
話
や

文
書
作
成
に
大
助
か
り
。

韓
国
出
張
の
多
い

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。Ｓ
さ
ん

「
韓
国
語
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
言

い
回
し
が
複
雑
で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

奥
深
い
。
こ
れ
は
単
語
の
意
味
や

文
例
が
具
体
的
に
詳
し
く
書
い

て
あ
る
の
で
、
日
常
会
話
や
文
書

作
成
に
大
い
に
助
か
っ
て
ま
す
。
」

見
つ
け
や
す
い
！

と
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

収
録
項
目
は
４
万
２
千
。

そ
の
中
で
大
切
な
単
語
、

よ
く
使
う
単
語
は
、大
き

く
色
刷
り
で
掲
載
。
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